
｢魔笛第2部」と死

藤澤ゆうり

18世紀後半のドイツ社会には，啓蒙主義の所産である合理主義理性

主義とともに， それら力ざ否定した啓示的信仰に代わるもの，合理的認識

が取りこぼした，非合理で神秘的なものと力欝矛盾を孕みつつ共存してい

た． この時代はまた， ドイツでは秘密結社の時代でもあった．ケーテ

(JohannWolfgangvonGoethe)もフリーメーソンのメンバーであっ

たことは，表層的にでも秘密結社を語る上で必ず引き合いに出される．

その場合には決まってと言ってよいほど，ケーテと秘密結社の思想的親

近性について， 『マイスター』の塔の結社において「善き人間の完成」と

いう理念に理想化されていると結論づけられる．秘密結社， フリーメー

ソン思想の傑作には，ヴォルフガング･アマデウス･モーツァルト(Wolf-

gangAmadeusMozart)の『魔笛』 (Z""伽E)がある．ケーテもこ

れに触発されてその続編の執筆を試み失敗した．ケーテの『魔笛第2部』

(D"ZZz"62777び花Zilﾉg腕γ刀")は上演されることのなかった未完成の

「断片」であって， モーツァルトの音楽を伴ったオペラ『魔笛』 とは比

べるべくもないのだ力罫，ケーテがさらに発展させられると考えた『魔笛』

の「高い意味」と，ケーテの『魔笛』への愛着には，興味尽きせぬもの

ｶざある．

1

現在， 『魔笛』はドイツ語圏の劇場で史上最多の上演回数を持つオペラ

であるという． 当時のヴァイマールでも， ミュンヘン版ケーテ全集の注

釈によれば，ケーテが宮廷劇場の指導的地位にあった1791年から1817年

の間に「コシ・ファン・ トゥッテ』 (Cos/允刀如娩), 『ティートゥス』

(刀jzzs) , 『フイガロの結婚』 (FZ""sHoc"z")が数回， 『ドン・ジョ
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バンニ』 (Do"Gわりα""/)は6回， 『後宮からの逃走』 (D"E"城〃〃"g

α"s〃"z馳池"） 49回，そして『魔笛』は82回ヴァイマールの舞台で上

演されており，モーツァルトのオペラは,重要なレパートリーであった1．

『魔笛とウィーン』は次のように述べている．ヨーゼフ2世(Josephll)

の統治のもと，啓蒙主義と検閲の自由化の中で氾濫していた評論的な芝

居， 「舞台の上で理性を振りかざす｣芝居にうんざりしていたドイツの観

客達にとって，音楽を伴った「魔術もの」が魅力を持ち始めていた．ヴ

ィーデン，アン・デア・ヴイーンに始まってプラハ，ベルリンなど各地

で成功を収めていた， ジングシュピール『魔笛』の， 1794年1月16日ヴ

ァイマールでのクリスティアン・アウグスト ・ヴルピウス(Christian

AugustVulpius)の改作による台本を使った最初の上演をケーテは演出

する．以後ドイツでは数十年間『魔笛』はヴルピウス版で上演された．

劇場監督のケーテがそれに同調していたのは驚くべきである力罰，ヴルピ

ウスの平板なえせ論理と， あらゆる幻想的なものへの反感は，ケーテも

その立場にいた当時の傾向が，反ロマン主義であったこともあり，時代

の風潮と相呼応していた2．

ミュンヘン版注釈は， フリーメーソンのエートスがケーテの心に訴え

創造の高まりの根本的確信に一致したのだと説明している.人間の善性，

徳性の勝利を躯いあげる，擬古典主義的で新フマニスト的なエートスに

動機づけられた試みだという3．

ケーテが遣した第2部のシェーマには俳優の配役や，装置，小道具の

ためと思われるスタッフまで構想されており，上演への意欲は充分に感

じられる． しかし， シュタイガー(EmilStaiger)は『ケーテとモーツァ

ルト』の中で， これを「天折した命を引き止めようとするのか， あるい

は輝いていた残像を留めようとするのか」と， この最高位の音楽を舞台

に再現できる作曲家がいないことを認めたうえでの企てであり， これは

シラー(FriedrichvonSchiller)の死後に，デメートリウスの完成を自分

に迫ったその考えと似たものだ， というのだが4．

完成及び上演を断念するに至ったいくつかの経緯は， ミュンヒェン版

の解説などで説明されている．先んじてシカネーダーカ欝続作を作曲家ペ

ーター・ヴィンター(PeterWinter) と組んで発表した，モーツァルト
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に代わる作曲家を見つけられなかった,など，専ら興行上･音楽上の要因

で説明されてきた． 1798年5月初めに，演劇人イフラント (August

Wilhelmlffland)に完成を要請されて， 「非常に多くのことが起こったの

で， この仕事を放っておくのも愚かなことかと思う」 （1798.5.9)5と，再

び意欲を見せるケーテに早くも2日後の5月11日,引導を渡したのは『フ

ァウスト』執筆に集中するようにと言った， シラーであった6．

2

モーツァルトの「魔笛」においては， よく知られていることだが， 18

世紀ヨーロッパのフリーメーソンの思想と， そのロッジで行なわれる通

過儀礼などの行動様式力葡， テクストにも音型にも表現されている．夜の

女王の3人の侍女（三つの欠点「無知」 「野望」 「狂信｣)，パミーナ救出

の｢旅｣，教団が派遣する3人の童子(三つの美徳｢信仰」 「希望」 「慈愛」

または「力」 「智」 「美｣）による指導，ザラストロのいる神聖な森一神殿

の領域．森の三つの神殿｢叡知の神殿」 「理性の神殿」 「自然の神殿｣， メ

ルヒェンにはよく用いられる，フリーメーソン好みの神秘のTriade7,オ

シリスとイシス神，ヒエログリフ，ピラミッドなど，様々なエジプト的．

秘教的な舞台装置

タミーノと教団の第一弁者(der erste Sprecher<Priester>des

Ordens)と参入志願者の間で交わされる「問答｣．

｢この神聖なる殿堂の中に何を求めるのだ」

｢愛と徳が持っているもの」 (I-15BA4553a)

教団の指導者ザラストロによる，志願者タミーノの「徳性」と「参加

資格のある20歳であること」を教団の僧達の前での宣言，実際にロッジ

では儀式化されて行なわれる「沈黙」 「水」 「火」の「試練｣，儀式に向か

う参入志願者が着ける目隠し， 「遍歴｣とはロッジの中を志願者が移動す

ること， その宣言力罫行なわれる「北の門」は，参入志願者力欝立つロッジ

の北の位置であり， ことごとく力爵フリーメーソン参入儀式に基づいて構

成されている．
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そして， タミーノによる人間形成(Bildung)の完成理念は，次の箇所

に表される．

徳性と正義ｶぎ／大道を正義で覆うとき，

その時， この世は天国となり，

死すべき人間も神々に等しいものになる． (I-191bid.)

強いものが勝ち

報いとして／美と叡知には

永遠の王冠がかざられるI (II-301bid.）

ここで歌われるように， ロッジへの参入と試練の目標は「神の姿に等

しい」人間の完成に向けた，人間性の陶冶である．

『魔笛』の原典となった， 『ジンニスタン』 (Dsc"伽"js〃"）の中の『賢

い子供』 (Dたた〃gE"K"@z62"), 『賢者の石』 (D"S"〃庇γWeiSe"),

『ルル魔法の笛』(L"〃0〃γd"Ztz"627伽e)などシカネーダー(Ema-

nuelSchikaneder)はここから好んで題材を取っているのだ力ざ， その編

者ヴィーラント (ChristophMartinWieland),後にやはりロッジ「ア

マーリア｣のメンバーで，啓蒙的メーソン， 力：1812年ロッジの講演で｢そ

の悟性力ざ人為的にまたは知識によって発展させられていない自然児，即

ち一種の開化されていない暗愚な感覚を持っている人間…と死｣8という

表現をしている．ここに見られるように， 「ドイツ啓蒙運動の副産物であ

って，人間の自己の知力の働きによって，人間と外界を改革すべき基盤

となるもの」がロッジ参入の理念であった． 『魔笛』の台本の完成に真に

寄与したのが，モーツァルト ・シカネーダーの両者のうち， どちらなの

かという問題の結論はまだ出ていないという．音楽に比較して，作品の

内容も台本も拙劣だとする評に対して，ケーテはシカネーダーを擁護し

ていたｶぎ，音楽を伴わない部分の軽視が上演回数を重ねる度に強まり，

象徴の意味が時代を経るうちに失われ，エジプト秘教的な仕掛け力：消さ

れることさえある，抽象化されてしまったのが，現在のオペラ『魔笛』

である．秘教的な仕掛けは， しかし，ケーテにとっては，単にエキゾテ
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イックな趣味で観客を喜ばせる舞台装置ではなかった．

『魔笛jの中に，死の表象がいくつも現れる.Tod, tOdlich, Stirb!,

Racheなどの言葉とパミーナの自殺の試み，パパケーノの孤独からの死

への願い，元素による試練の「死の暗い谷」 「死の恐怖を克服するとき，

彼は大地の中から天に向かって舞い上がる」というこの死は，生物的な

死ではなく， ロッジにおいて執り行われる儀式の死， ロッジへの参入を

意味する「人間の完成」への通過儀礼としての死であり，儀礼の中で象

徴化された積極的な歓迎すべき死である． この通過儀礼というのは，た

だしカトリシズムと言うまでもなく， キリスト教社会で一般に受け入れ

られている洗礼や聖体拝領による「再生」の概念，即ち現1廿の肉体を持

ったままで霊的に再生するという意味がその底流にはある．完全な生の

ための過程としての「死」である．むろん，人間の内部への神の推得と

いうテーマは， フリーメーソンや秘密結社に特有のものではなく，過去

の教条的な啓示的宗教によっては，すでに説明不可能になっていた18IM:

紀のものであった．

昼と夜の世界,自然の世界と崇高な世界の対立ｶざ理性によって調和し，

作品の理念である人間の中への神，神性の獲得ｶぎ成就する．結社での通

過儀礼を経ることで人間性の陶冶が完成し，小さな神，小宇宙である自

分を認識することで獲得できるとする『魔笛』には，人間の理性に対す

る楽天的ともいえる信頼力:ある．神秘の仕掛けｶ：施されてはいるが，人

間が組織する結社，共同体に帰属する充足の感覚がある．

3

『魔笛』に倣って， 『第2部』では2幕の台本の構想をケーテは遺して

いるが， 1802年ブレーメンのフリートリッヒ・ヴィルマン(Friedrich

Wilman)社『1802年度年鑑一愛と友情に棒ぐ(Tczsc舵"6"c〃α〃‘伽

〃〃Z802.D"Z,"6g〃"aF沌""dsc血峨解伽‘伽〃)』に途中までを『魔

笛第2部戯曲的メールヒェンの草稿』 (D"ZM6""け花zz{ﾉg"gγn〃

"o〃〃・Gog"e.E"伽"がz〃g"g"zc肋z"α姑c"g〃〃〃℃〃".) として発

表して後，現在作品として遣されているのは，構想の2幕の初めの部分

まで， 1808年にコッタ版に「断片」として収録されたものである．
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ケーテはシカネーダー版の登場人物，舞台装置をそのまま引き継いで

物語を進行させる．夜の女王の手下であったモノスタートスには明白な

悪の意志が与えられている．登場時の夜の女王のアリアの不吉さ力ざ戯曲

全体を支配する．

雲よ沸き立って,／地上を覆え，

なお暗い，闇になるように！

恐れと戦き／嘆きと悲しみは／怯えかき消えよ

沈黙と死は／夜の歌声を終わらせよ(MABd.6.1S.102)

タミーノとパミーナの生後間もない息子をモノスタートスが奪い取

り，黄金の棺に封じ込め， 「星の定めた｣闘いを挑む．神託によってザラ

ストロはさらなる試練へと教団から旅立ち， 「ある予言｣に従って黄金の

棺力:太陽の祭壇に供えられると，地震が起きて棺は地の底に沈む．ザラ

ストロの神通力で3人の子を得たパパケーノ夫妻に魔笛は委ねられ，辛

うじて彼らがタミーノとパミーナを勇気づけ覚醒させている． タミーノ

とパミーナカ：再び火と水の試練を克服すると，強烈な光とともに，息子

は精霊(Genius) となって飛び立つ． そこで『断片』は終わるのだが，

構想の上では精霊を巡る闘いがさらに続き，神殿が破壊され，舞台は夜

の世界のままである．

『魔笛』で表された「死」は通過儀礼の象徴であり，人間の理性の勝

利を歌っていた．では第2部で持ち出された｢棺｣，ケーテカゴ書き加えた，

さらなる「死」は何を意味するのか．万物の連関を表す錬金術的なシン

ボル， 自らの尾に咬みつぐ蛇オウロボロスの「死」によって，生と死の

世界が宥和し，ユートピアを獲得するメールヒェンを同じ年にケーテは

書いているが， 『第2部』構想にも， 『魔笛』に出てきたオシリスとイシ

ス，すなわち「地下の死者の国からの蘇りと豊饒のシンボルーエジプ

トの死者の国のイメージは，その古さ自体の魅力もあって，何度もヨー

ロッパ人の死の風景の中に喚起された．オカルティズムとよばれるよう

な秘教の伝統には必ずといってよいほど，エジプトから続くという伝統

が引き合いに出される｣9エジフ°卜の神への礼賛がある．カバラに起源が
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あるタロットの「死」は，移行を表わす13番の大アルカナであり 「夜の

娘」 「眠りの妹｣， これはどちらも物事の刷新と再生の力を持っている．

『第2部』ではパミーナとタミーノは子供を奪われてから，周期的な眠

りに襲われるが,ケーテは,"Heilschlaf"の手法を他にもファウスト第一
部， イフィケーニエなど，作品の中で用いている． さらに新プラトン派

に影響を与えたディオニュソスの復活神話，そして， スウェーデンボル

ク'0(EmanuelSwedenborg)の地上の記憶と人格を持った，永遠に連続

する生と接続した｢死｣， しかも社会性を備えた, "Organisation"の過程
としての「死」のイメージである． 『第2部』では， 『魔笛』にあったよ

うな，たとえばパパケーノのルソーの自然児を思わせるような，個々の

持つあざやかな生彩は消え, （ケーテはそれを作曲家の力量に委ねようと

した)，絶大な価値を持っていたザラストロヘの礼賛もない．登場人物と

舞台の仕掛け全体が生み出すひとつの世界が強調されている．パミーナ

とタミーノから生まれた，形姿を持たない精霊は，完成された小宇宙と

しての人間の霊であり， さらにここから最高善に向かって永遠の生を繰

り返すのである． この精霊はよく 『ファウスト』のオイフォリオンの先

駆けと説明されるのだｶぎ， その持つ意味はより大きいと言えよう．

4

フィヒテ(JohannGottliebFichte)の「フリーメーソンは人間とし

て生まれ， 自らの身分の教養や国家さらにはその他の社会的関係を通り

抜けていくが， こうした地盤の上で徹底して再び人間へと形成されなけ

ればならない」】'といった倫理や行動による「形成」 (Bildung)を目指す

理念との一方に,神秘性や非合理的性への欲求力：強くドイツにはあった．

1783年10月う。レツシング(FriedrichVictorLeberechtPlessing) (カ

ントの学生．ヴェルターに熱狂した青年の一人であり，ケーテとも面識

がある）はカントに「狂信と無知の悲しい時代」カゴ来る， と書き， 「狂信

と迷信によって思想の自由を抑圧するものとして｢ジェスイット」 「黄金

薔薇十字団」 「プロテスタント系結社」の名を挙げる'2．

ケーテ自身この時代をふりかえって「当時は秘密結社の時代だった」

と言っている． 18世紀末のドイツには，ゲーテカゴそのメンバーであった
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フリーメーソン， イルミナーテンオルデンの他，黄金薔薇十字団， ジェ

スイット，う°ロテスタント系結社がことに影響力を持ち，数多くの秘密

結社ｶ存在していた． この秘密結社流行の背景には，一見矛盾するよう

に見えるが， どちらも「メーソン的」な二つの面があった．一つは神秘

主義への関心であり，一つは社交上， あるいは政治上の結社の存在理由

である． これらはケーテカゴ秘密結社に関与する動機でもあった．

ケーテ自身にも， この両極の一方，啓蒙の光が照らさぬ，闇のような

神秘に惹かれる傾向ｶ：ある．ただしケーテにあっては，神秘的なものの

獲得は，ニュートン(IsaacNewton)と同様に， まず自然科学研究の方

向へと向けられ，ケーテはそこで絶対的存在の啓示に導かれた秩序，生

命の生成と永続する発展という理念に出会う．植物という地上の生命活

動にその根源の存在を見ようと試み， その器官，オルガンの連関作用と

有機的構成，組織化を「高昇」 (Steigerung)という概念で表現した．

ケーテと神秘主義との出会いはヴァイマールよりはるか以前,1769年，

病を得てライプチヒから帰郷した時の，母の友人で，マイスターの「美

しき魂」のモデルとして知られる，ズザンナ・カタリナ・フォン・クレ

ッテンベルク (SusannaKatharinavonKlettenberg)との親交に始ま

る．敬虚主義者たちとの出会い，ユダヤ神秘主義へルモント (Johann

BaptistHelmont),パラッェルズス(TheophrastusParacelsus),ヤー

コフ。 ・ベーメ(JakobB6hme),ヴェリング(GeorgvonWelling)の秘教

を伴った新プラトン主義の描いた表象ｶぎ浸透していたその頃に，彼も神

秘主義者たちへの知識を得ていた．ベーメの信奉者で17世紀のう°ロテス

タント神学者アルノルト(GottfriedArnold)の『非党派的な教会及び異

端の歴史(1699-1700)I (U""γ〃加加Kiγ℃"g〃－ 〃"〃Keize"-

geSc"た"た)'3によって，ケーテは「私もまた自分の宗教を築きうること

を当然と思い， ごく気楽にこの試みをしてみた．新プラトン主義を根底

に据え， これに，古代密儀的なもの，神秘的なもの，ユダヤ秘教的なも

のを加え,ひどく異様に見えるひとつの世界を築き上げた.」(『詩と真実j

HA.Bd9.1988,S､350.)という． その後クルト ・ホーホフ(Curt

Hohoff)'4によれば，ケーテは『詩と真実』では言及していない， しかし

父の蔵書に， そして後のヴァイマールの蔵書に入っていた， 2人の著者
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の書いたものを読んでいる．アルノルトの弟子で，敬虚な｢自由思想家」

(Frei-Geist)であり，聖書とキリスト教的魔術の名で，不活発な教会や

合理的哲学，唯物論者らの「くだらぬ物理」に激しく抗議したデイッペ

ル(JohannConradDippel), シュヴァーベン敬虚主義者，神秘主義者

で錬金術師，エーティンガー(FriedrichChristophOetinger)である．

そしてファウスト昇天の場面にそのイメージカぎ想起される神智学者，

当時のスタイルの万能学者スウェーデンボルクもその蔵書には含まれて

いた．世界の創造者であり救済者である神の姿に啓示をうけ，ダンテ風

のファンタジーで神の国，天国や地獄の報告をしたこの人物にエーティ

ンガーは共感し， ラテン語からドイツ語に翻訳して， シュヴァーベン敬

虚主義者達にその神智学を知らせたといわれる． また，ケーテが特に気

に入っていたという蝶の変態についてなど，ケーテが詩的に表現したの

と同じように生きものの生成を歌っている． この人物をヘルダー(Jo-

hannGottfriedHerder)は,ライプニッツ(GottfriedWilhelmLeibniz),

ニュートン， モンテスキュー(CharlesdeSecondatMontesquieu), ､)/

ィンツェンドルフ(NikolausLudwigGrafvonZinzendorf)に比肩さ

せ， これらの人々を天の神の国と地の建築士(Baumeister) と呼んでい

る． 『フランクフルト学報』 (FM"た"池γGg彪"池A"ze")でケーテは

スウェーデンボルクを熱狂的なほどに讃えている.｢我々の時代の価値あ

る視霊者，天の歓喜に取り巻かれ，すべての感覚と四肢で以て，霊に語

りかけた，その胸に天使たちが棲む・ ・ ・」 (WA.Abth. I 37,S.261)

スウェーデンボルクは， 1688年プロテスタントが支配するストックホ

ルムに生まれたが，彼ｶぎ通った教会には破壊を免れたカトリック的な聖

像・絵画といった装飾品が残っていて，視覚的なイメージを与えられた

という．裕福な家庭（父はスウェーデン国教会の司教）に生まれてイギ

リス， フランスで学びヨーロッパ中を旅行，数学，物理学，天文学，地

質学，鉱物学，心理学，医学など科学研究全般に渡って150もの論文を発

表し，鉱山局の監査官を務め，や力ざて『天界の秘儀』 8巻を含む霊視

(Geistersehen)に基いた著作を16巻，聖書解釈に関する数点の著作(『証

明された神の言葉』 8巻など)， 5巻の『霊的日記jを著わしている． こ

の人物の著作ｶぎ哲学者や著述家，芸術家に大きく影響を表わすのは19世
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紀になってからとされている力爵， カントはその初期に強く関心を持ち，

1766年の『形而上学の夢によって解かれた視霊者の夢．病人の夢のよう

に，偽りの形ｶ心に描かれる． ホラティウス(7形"畑g g/"esGgお花湾g‐

"g7S, gγﾉ〃た〃c加で〃T流"”g鹿γ〃gj"ﾉり店娩． 〃g〃＃α昭"so”"2α，

"α"“岡"g""〃γ幼gcies.HoK)』の中でその霊の存在の認識に取り組ん

だ．距離を置きながらも， 当時跳梁賊眉していた多くの「妖術師」 (Gei-

sterseher)とは異なったものだとしたうえで， 「超越者への敬虚な信仰」

からそれを人間の理性の限界，経験認識の可能な範囲を超えたものだと

して，副題に見られるように病理的判断の可能性に委ね，判断を留保し

た15. ラヴァーター(JohannKasparLavater)もまた霊界への関心を強

く持ち， 『永遠界への展望』 (A"ss""た〃加伽gEI"妙g〃伽Bγ迄/を〃α〃

ノG.〃加加gγｿ"α") ]6で，身体を持ち，形ある物の世界に棲み，物質的

な感覚的な事物を扱い，一つかそれ以上の社会を形成する」と書き， ス

ウェーデンボルクの著作を読んでいた，接触しようとしていたが， カン

トの判断を考慮してか， それについて言及を避けたという．

スウェーデンボルクによれば，地上の生とあの世の生には連続性があ

り，地上的な人格・性格・性・制度・感受性は霊において持続し，霊は

それぞれのレヴェルで，例えば教育というような交互作用を持ち， さら

に成長し，成熟し，共同体を形成し，天界と地獄と中間の世界も， その

住人もそれぞれの役割をもって有機的に照応しあう,,Organisation"とし

ての小宇宙だという．道徳律と意志の一致を目指して，人格を持った霊

が，死後もなお無限に至高の善である神に向かって進歩し続けるという

この「天国のヴィジョン」は，永遠に成長し，高みに上昇していくファ

ウストの天国のヴィジョンを想起させる． 「観る」ことと「獲得する」こ

との同義性はケーテには受け入れ易かったと思われる．

この「死」は「ヴェルター」の中でも死んで「無」になることを恐れ

るロッテに，

「ぼくたちはまた会える． この世界でもあの世界でも， また会える」

また，母親の霊があなたを離れることはない， といい，
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「ぼくたちはまた会うでしょう」とぼくは叫んだ．

「ぼくたちは見つけあうでしょう． どんな姿でもお互いがわかるでしょ

う．ぼくは行きます」言い続けた．

「すすんでお別れします．でも，永久にというのなら， とてもぼくには

耐えられない． ご機嫌よう， ロッテ， ご機嫌よう，アルベルト．ぼくた

ちは， また会います」 (MA.Bd.1-21987,S.245f.)

という地上の記憶を備えた生の連続を信じるヴェルターの考えにも現

れていた． また， この度重なる宣言は， ロッテへの情熱だけではなく，

虚無を意味する永遠の死への恐れでもあった．

デイッペル，エーテインガー， スウェーデンボルクについてケーテが

『詩と真実』の中で触れなかったことを， ホーホフは， これをロマン主

義の時代に書いたため，魔術と青年時代のキリスト教的敬虚さの密接な

結びつきを明るみに出したくなかったのだと説明している'7．多くの狂

信や反動が生み出される中で， カントのように，理性の限界を越えて超

自然的なものを志向することを，妄想信仰(Wahnglauben)として退け

ようとする考えを，ケーテもむろん念頭に置いていた． 1805年に，

,,nzg""@Mz"〃shg"g<@でスウェーデンボルクの名前を出してはいるが，

その透視能力について少し触れているだけである．

シュタイガーのいうケーテとモーツァルトの芸術的精神の親近性,「際

立った社会的・公共的な特徴，すなわち，個人力ざ新しい自己を得たと感

じたときに同時に持つ， 自分が周辺世界に結び付けられているという感

情，心の深みから流れ出て，信頼と希望に満ちて全人類に注がれる善意」

人間の感情と，神の定めた秩序の永遠の明白さの合一'8を魔笛から受け

取ったケーテは,死を通過して永遠の連関を結ぶ"Organisierung"という
概念をさらに人間教育と社会の問題に発展させていく．

"Organisation"という言葉を,ケーテは人間の体に,体質というような

意味で使っている． 「繊細(zart)な"Organisation"を持った人は，そのお

かげで希有の感受性にも恵まれるし，天の声も聞き取れる．ただそうい

う体質は世間や自然との間にもつれを起こすと簡単にかき乱されたり，
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傷つけられたりしやすい・ ･ ･ (20.12.1829GesprachmitEckermann)」

ケーテにあっては,個人と共同体との関連は,,Organisierung0@という概念
で有機的に把握されていた． 「塔の結社」の目的は，ヴァイスハウフ･卜

(AdamWeishaupt)の構想したような秘密の世界支配術のシステムで

はなく，一人の人間の完成199道徳的完成であるべきだった． しかしまる

で神々であるかのように，運命であるかのように「塔の結社」が背後で

個人をその意志とは無関係に操り，支配力を行使する不気味さをシラー

は皮肉をこめて,,Maschienerie"と呼んだのである20.

5

Goethe-Jahrbuchl994年の"[…]"2 I/ひ沈娩池e"eγA”α"”g<:

Gog"iesBgが戒純娩"〃昭z""､〃加加α虎"0γ晩〃伽g〃g"g舵刎α/鞍〃

Ge"g伽α”〃〃伽Mos"oz"という報告の中に， 「政治的関わり」カガ説明さ

れている21.

ケーテは1780年2月18日，ヴァイマールのロッジ， 「アマーリア｣の親

方(MeistervonStuhl),ヤーコプ・フリートリッヒ・フォン・フリッ

チュ (JacobFridrichvonFritsch) '､,尊敬する人々とより近しく交

渉を持ちたいという 「社交上の思い」のみから入会の許可を願う， と書

いている(WA.IV,4,S.175).入会は同1780年6月23日のことであった．

むろん， もとより身分・宗教・思想の差異を超えたネットワーク形成力ざ

フリーメーソンの目的であり，多くの人にとっての入会の動機となって

はいた．本来，秘密結社には社交クラブの要素力欝あり，結社の思想に関

わらず， カントやケーテといった高名な人物や貴人を歓迎するロッジも

存在した． しかし1780年から1785年にかけての， フリーメーソンそして

イルミナーテンとしてのケーテの活動期は，バイエルン王位継承戦争後

の苦境の時期であり，枢密顧問官就任後でカール・アウグスト公から政

治的に密接な信頼を寄せられていたケーテの政治的活動期であって，ケ

ーテが挙げたこの社交上の理由は，個人的交流どころか， きわめて政治

的目的にかなったものだった， と指摘されている． これは諸侯同盟を巡

る準備の時期であり，アウグスト ・フリートリッヒ・カール・ヴィルヘ

ルム(AugustFriedrichKarlWilhelm) とケオルクー世・フリートリッ
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上・フォン･ザクセンーマイニンケン(Georgl.FriedrichvonSachsen

-Meiningen)はロッジ,,CharlottezudendreiNelken4!のメンバー，エ
ルンストニ世・ルートヴィヒ・フォン・ザクセンーゴー夕 (Ernstll.

LudwigvonSachsen-Gotha) もフリーメーソンであり，後には北ドイ

ツのイルミナーテンであった．

拡がり続ける神秘主義の中にフリーメーソンの教義が溶け込んでいこ

うとしている－つまり多くの狂信や，妄想を生み出した一時期であ

るがゆえに，却ってこういった実際的な利益が結社への入会の動機とな

ることはありうる，あるいは動機として掲げうる， ということであろう．

またケンパーによれば，激しい傾向闘争の， またフリーメーソンの始

原の儀礼と教義へのグロテスクな服従によって，一部は中世のテンプル

騎士団へ，一部はなお古い薔薇十字団へと回帰させられつつある危機的

な局面にあったフリーメーソンに，ケーテはそれを知りながら入会して

いるのであり， ロッジ「アマーリア」の活動は麻簿していたということ

である． カール･アウグスト公はラヴァーターに， 「ケーテはたしかにフ

リーメーソンではあるが，彼はこの教義(Wissenschaft)には医学や数

学よりも近い関係にはない， と私は思っている」 22と書き送っている．

1782年ヴイルヘルムスパートのフリーメーソン会議で，神秘主義的な方

向力:勝利すると， イルミナーテンは諸侯同盟のプロジェクトのために適

切な補償の綱領を提供し， カール・アウグスト公，ケーテ， さらにフリ

ッチュもイルミナーテンに入会している．う°ロイセンの王位継承者フリ

ートリッヒ・ヴィルヘルムのイルミナーテン勧誘に失敗して1785年，教

団の活動を辞め,それ以後,特にフランス革命以降にはむしろあらゆる秘

密結社に対して抑圧的な政策へと移行していく．

迷信や妄想信仰に深入りしていくフリーメーソンの結社と，啓示をそ

の名に掲げながらセクト意識の強いイルミナーテンへの関与のしかたか

らは，ケーテの， ロッジの精神そのものへの関心は， 1784年の詩『秘儀』

(DieGe"""isse) を手がかりにしても読み取りがたく思われる．

しかし， そういった秘密結社の存在から理解しうるのは，現代では矛

盾するものである理性･合理性， 自然科学的な要素と，不合理で神秘的・

秘教的な錬金術やカバラといった要素が， 18世紀後半のドイツの精神の
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中では，分裂することなく，一本の線上の両極として存在するというこ

とである． 『魔笛』の中の光と闇のイメージのように．ケーテにとって結

社への参加の主眼は政治上の功利的な目的であったということは，政治

的人間ケーテの側面を表して，頷けないことではない．

『第2部』の完成と上演を，ケーテは後年にもまだ諦めていなかった

といわれる． ドイツの観客を信用しなかったケーテカゴ， オペラ魔笛を自

分のものにしたかったのだ． シラーがこれを断念するようにと勧めたの

は，両者のモーツァルトへの愛着の度合いの違いだけではなく， 18世紀

終末のドイツ社会と，ケーテの持つ一切のメーソン的なもの， その政治

性をも含めてが， シラーにとって厭わしいものだったのだといえよう．

テクスト

モーツァルト魔笛:TextvonEmanuel Schikaneder : BarenreiterVerlag,

Kassell970.

ケーテのテキストからの引用は下記の省略記号と巻,ページ数を本文中に示した．

MA=助加〃た"gW27W.MiinchnerAusgabe.

WA=Gog/hesWな戒e.WeimarerAusgabe. 1896.

HA=Gog"gsWな戒e.HamburgerAusgabe. 8.Aufl. 1982.

注

MA.Bd.6．1S.913f.

クルト ・ホノルカ『｢魔笛」とウイーン』西原稔訳 1991年平凡社255"､s

ージ．

MA.a.a.O､S.860.

Staiger,Emil:GoetheundMozart. In:MusikundDichtung.Ziirichl947,

S.14.

MA.a.a.O.S.915.

MA.a.a.O.S.915.

Fink,Gonthier-Louis :,,DEzs"〃℃"e"4:Goe/"esA"se伽α"娩溶gだ〃"g"〃

sei"eγ〃". In:Goe/"e-〃んも"cﾙ.Bd.33,Weimarl971,S.109.

Wieland,ChristophMartin:Gesa加加gﾉ花Scﾉ”βE". 1.Abt.,20.Hildesheim

1987,S、 375.

1

2

３
４

５
６
７

8

268



竹下節子『ヨーロッパの死者の書』 1995年ちくま新書67ページ．

スウェーデンボルクについての書物は多数出版されているｶぎ， 18世紀ドイツ

における影響については:MichaelHeinrich : wzα""g/S"e〃"加増伽

De"たc〃〃"戯Frankfurtl979.

Flinter,Wilhelm(Hrsg.) :G､Fｿb"た〃'"osOp"e〃γ〃""2".Leipzig,

1923,S、 18.

KZzEjS gEsEz加加e伽S℃〃〃ｼg", hrsg. vonderK6niglich-PreuBischen

AkademiederWissenschaften,Bd.10.Berlinl902,S､ 371f.

正確な書名は:Go"耐e"A"zOJZZsU""7畑ﾉisc"gKf"〃g"－〃""Ke""-

H応加地〃0〃A"/iz"g〔たsjW"g〃TｾS"汎e"お伽α"6伽ﾉ"""C〃戒〃Z6W.

vgl・Brinkmann,Richard:Wr油"c〃舵加"・Essqysz"γL娩緬如吸？洲加gE”

IMaS.“．

Hり"Q庇Q"'オ ：ノリ加"〃Wb蛇zz"g"0"Gog"g.D〃"z"zg"""Le6g".

Mtinchenl989,S. 190f.

Kant,Immanuel :乃力""@eei"esG錨彪沌g"27S,gγﾉ伽彪〃〔加'℃〃T揃""g伽γ

〃召"h)As".ReclamStuttgartl976.

Lavater,KaSparJohann:Azfss北""〃〃〃どE"ﾉ妙g〃伽B"沈刀α〃ノG.

Z加沈g”fzα"",2.Aufl.Hamburgl773.

Hohoff,Curt:a.a.O.S.267.

Staiger,Emil :a・a.O.S. 18

Wilson,W.Daniel :Ge〃"戒たg廼E"Ge"ei"z6""血e"〃"6曲α""/gs

K"地/〃γ"ﾉﾋzssfsc"-"”α"ｵ伽"g"Gesc"た""Wを伽α瘤.Stuttgartl991,S.

161．

BriefanGoethe,8.7.1796.Goe"ieW召沈e.HamburgerAusgabeBd.7.10.

Aufl.S.640.

Kemper,Dirk:,,[…] "eVMe娩沈g伽"Az"""e｡;Gog"iesBE/加娩e〆
冷敗""zgz況沈〃加加α""07伽卯加e加g"g〃g"α/妙〃Gg"g"α”〃zノ〃

〃ひ蛾o".In:Gog"e-ﾉ"hγ6"c"Bd.111,Weimarl994,S.316.

Ibid.,S､318.
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„Der Zauberflöte Zweiter Teil" und der Tod 

Yuri FUJISAWA 

Im 18. Jahrhundert gab es in Deutschland den Rationalismus als ein 
Produkt der Aufklärung und paradoxerweise auch den Irrationa­
lismus und den Mystizismus. Es war auch das Zeitalter der Geheim­
gesellschaften: Freimaurerei, Illuminatenorden, Rosenkreuzer, Jesu­
itenorden und protestantische Orden hatten großen Einfluß. 

Johann Wolfgang von Goethe war Freimaurer und später Illuminat. 
Die Turmgesellschaft in „ Wilhelm Meisters Lehrjahren" ist als eine 
Darstellung seiner freimaurerischen Idee angesehen worden. ,,Die 

Zauberflöte" von Wolfgang Amadeus Mozart ist auch ein freimaure­
risches Meisterwerk. Goethe zeigte für diese Oper lebhafte Sympa­
thien und versuchte, einen zweiten Teil zu schreiben. 

Mit dem Schlüsselwort „masonisch" finden wir bei Goethe zwei 
widersprüchliche Seiten von Goethe: Neigung zum Mystizismus aus 
seiner Jugendzeit, und andererseits politische Aktivität. 

Dirk Kemper erklärt, die Epoche seiner Tätigkeit als Freimaurer 
und Illuminat falle in die Vorbereitungszeit für den Fürstenbund 
(1785). Für Goethe waren politische Interessen viel wichtiger als die 
Beschäftigung mit der freimaurerischen Wissenschaft. Der Zweck 
der Turmgesellschaft ist nicht das System einer geheimen Welt und 
Regierungskunst, sondern die Ausbildung eines Individuums. Die 
Konzeption der Turmgesellschaft wurde geplant, als er schon der 
Geheimgesellschaft-er hatte sie bereits verlassen - kritisch 
gegenüberstand. 

Für die „Zauberflöte" und den „Zweiten Teil" charakteristisch sind 
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wiederholte Äußerungen im übertragenen Sinn zur Vorstellung vom 
Tod. Der Tod in der „Zauberflöte" bedeutete die Initiation in der 
freimauererischen Loge. Damit wird man in die Loge aufgenommen 
und Ausbildung und geistliche Wiedergeburt werden vollendet. 
Goethe schuf im „Zweiten Tell" eine neue Figur: ,,Genius", das Kind 
von Pamina und Tamino, und mit dem Requisit eines goldenen Sargs 

fügte er dem Tod im „Zweiten Teil" esoterische Vorstellungen hinzu, 
Osiris und Isis, die ägyptischen esoterischen Symbole der Wieder­
geburt : der Tod des kabbalistischen Tarocks, der die Erneuerung 
und den Übergang bedeutet; der Heilschlaf, den wir auch in „Faust 
Erster Teil" und ,,f Phigenie" finden, und die Vorstellungen des Todes 
vom Universalgelehrten und Geisterseher seiner Zeit, Emanuel 

Swedenborg, dessen Schriften in der Bibliothek seines Vaters und 
später in Weimar standen. Swedenborg vermittelte die Vision des 
Himmels mit einer dantesken Phantasie : die Geister behalten das 
Gedächtnis dieser Welt, bilden die Gesellschaft, wirken aufeinander 

ein und reifen weiterhin heran, wie in der Schlußszene in „Faust". 
Diese Vorstellung von jener Welt kann man auch in „ Werther" 

sehen:,, ... wir werden uns wiedersehn! Hier und dort wiedersehn! " ... 
wir werden uns finden, unter allen Gestalten werden wir uns erken­
nen. ,, So hielt Goethe mystisch und esoterisch den Tod für ein 
Schwellen-Überschreiten und glaubte an die Dauer des Lebens. 

In „Dichtung und Wahrheit" erwähnte er weder Swedenborg noch 
andere Hermetiker. Curt Hohof schreibt, wahrscheinlich habe 
Goethe, da er das Buch in der Zeit der Romantik schrieb, den engen 
Zusammenhang zwischen der Magie und der christlichen Frömmig­
keit seiner Jugend-oder die esoterischen und pseudoreligiösen 
Elemente der Zeit des „W ahnglaubens" -nicht aufdecken wollen. 

Friedrich von Schiller riet ihm, die Fortsetzung der Oper aufzu­
geben. Es ist denkbar, daß Schiller die beiden „masonischen" Seiten 
Goethes, ob mystisch oder politisch, unbehaglich waren. 
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